
[成果情報名]イチゴ品種「ゆめのか」のうどんこ病および萎黄病の発病特性 

[要約] 「ゆめのか」は「さちのか」と比較し、うどんこ病に対する耐性はやや高く、萎黄

病に対してほぼ同等である。 
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[背景・ねらい] 

本県におけるイチゴの主要品種は「さちのか」であるが、収量性に優れる「ゆめのか」

への切り替えが進められている。安定生産技術確立に向けた栽培試験に取り組んでいるが、

病害虫の発生特性については不明である。これまで、「ゆめのか」は「さちのか」と比較し

て育苗期におけるうどんこ病に対してはやや強く、炭疽病および輪斑病に対してはほぼ同

等であることが明らかになっている（2013 年成果情報）。そこで、重要病害であるうどん

こ病（本圃期）および萎黄病の「ゆめのか」における発病特性を明らかにし、防除対策に

資する。 

 

 

 

[成果の内容・特徴] 

 

１．「ゆめのか」は「さちのか」と比較し、葉および果実におけるうどんこ病に対する耐性

はやや高い（図１）。 

 

 

 

２．「ゆめのか」は「さちのか」と比較し、萎黄病に対する耐性はほぼ同等である（図２）。 

 

 

 

 

 

 

[成果の活用面・留意点] 

 

１．「ゆめのか」は、炭疽病・輪斑病・うどんこ病および萎黄病に対し、「さちのか」と同

様の防除対策が必要である。 

 

 

 

２．本試験は接種による試験であり、殺菌剤は使用していない。 

 

 

 

 



【接種日】うどんこ病：2014 年 10 月 4 日  萎黄病：2014 年 8 月 22 日 

【定植日】うどんこ病：2014 年 9 月 26 日 
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[具体的データ]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験方法

うどんこ病 萎黄病
場所 ビニルハウス ガラス室
区制 １区10株×２反復 １区１２株（９cmポット苗）×３反復

病原菌接種
発病株設置による間接接種
（10株ごとに発病株1株設置）

分生子懸濁液灌注による直接接種

調査部位 上位３複葉および第１果房 株全体  
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図１ うどんこ病の発生推移（本圃） 

図２ 萎黄病の発生推移 

（4Ａ＋3Ｂ＋2Ｃ＋Ｄ）
4×調査株数

×100発病度＝

発病程度別基準

Ｃ：病斑面積率５％以上、25％未満
Ｄ：病斑面積率５％未満

Ｅ：発病を認めない

Ａ：病斑面積率50％以上
Ｂ：病斑面積率25％以上、50％未満

（4Ａ＋3Ｂ＋2Ｃ＋Ｄ）
4×調査株数

×100発病度＝

発病程度別基準
Ａ：枯死
Ｂ：株の萎縮，萎凋
Ｃ：小葉の奇形，黄化など典型的病徴
Ｄ：小葉の僅かな奇形，黄化

Ｅ：発病を認めない


